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Case 12-2005: A 30-Year-Old Woman with a Mediastinal Mass 
（Volume 352: 1697-704） 

【Problem List】 
1. 左胸痛 
入院2ヶ月前から始まった左肩から左胸部にかけての痛み。鎮痛剤で軽快しなかった。 
2. 時々血が混ざった咳 
胸痛に続いて出現した。時々血が混ざっていた。入院前日から6時間毎に血を吐くようになった。 
3. 熱 
入院前夜に 38.9℃の熱が出たが、入院時は 36.8℃と熱が下がっていた。アセトアミノフェンを経口投与されていたが、
入院後2,3日目に38.8℃まで熱が上がった。 
4. 低血圧 
入院時98/61 mmHgで入院3日目に78/50 mmHgまで一時下がった。 
5. LDH高値 
入院時457 IU/Lと高値であった。 
6. ヘマトクリット 
入院時32.3%から入院3日目に24.3%まで落ちたため、輸血した。 
7. 縦隔腫瘤 
入院19日前の胸部CT写真にて縦隔に7.9 cm × 10.4 cmの腫瘤と1.4 cmの結節が発見された。入院2日前の胸
部CTでは腫瘤・結節ともに増大していた。 
 
 


